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第
一
高
等
学
校
で
は 

夏
目
漱
石
に
も
学
ぶ 

　
地
元
の
尋
常
小
学
校
を
終
え
、小
笠
原

の
高
等
小
学
校
へ
通
学
、そ
し
て
旧
制
甲
府

中
学（
現
県
立
甲
府
第
一
高
）か
ら
東
京
の

第
一
高
等
学
校
を
経
て
、東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
し
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、山
裾
の
小
さ
な

村
か
ら
甲
府
の
中
学
校
へ
通
う
生
徒
は
非

常
に
珍
し
い
時
代
で
し
た
。 

　
日
本
を
代
表
す
る
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
大
き
く
君
臨
し
て
い
る
東
京
タ
ワ
ー
。こ

の
タ
ワ
ー
が
で
き
た
の
は
昭
和
33
年
。
全
国

に
は
老
朽
に
よ
る
タ
ワ
ー
の
解
体
が
あ
る
な

か
で
、築
40
年
を
超
え
て
今
も
現
役
で
勤
め

を
果
た
し
て
い
る
タ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
設
計
を
し
て
い
る
の
が
、塔
博

士
と
呼
ば
れ
た
内
藤
多
仲
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
内
藤
多
仲
は
、明
治
19
年
６
月
、櫛
形
地

区
曲
輪
田
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
叙
伝
「
日

本
の
耐
震
建
築
と
と
も
に
」
の
中
で
、自
分

の
名
前
に
つ
い
て「
私
の
名
前
は
珍
し
い
の
か
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
成
人
す
る
ま
で
、多
仲

の
名
前
の
由
来
を
よ
く
聞
か
れ
た
も
の
だ
。

長
男
の
私
が
生
ま
れ
た
と
き
、凝
り
性
の
父

は
、昔
信
州
松
本
に
い
た
多
仲
と
名
乗
る
立

派
な
豪
族
の
よ
う
な
人
に
な
る
よ
う
に
と

名
づ
け
て
く
れ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

生
誕
か
ら
120
年 
特
集 

櫛形生涯学習センター内にある1／75の東京タワー 
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N
a
ito

耐
震
建
築
の
先
駆
者 

東
京
タ
ワ
ー
で
集
大
成 

　
一
高
か
ら
帝
大
に
学
び
、大
学
院
で
耐
震

構
造
を
研
究
し
た
多
仲
は
、26
歳
で
早
稲
田

大
学
教
授
に
就
任
し
ま
す
。 

　
大
正
６
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
一
年
間
留
学
を

皮
切
り
に
世
界
各
国
へ
視
察
に
出
か
け
、そ

の
帰
路
の
船
の
中
で
、旅
行
用
ト
ラ
ン
ク
の

仕
切
り
板
や
船
の
構
造
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

耐
震
壁
に
よ
る
「
耐
震
構
造
理
論
」
を
発
表

し
ま
す
。 

　
こ
の
理
論
に
基
づ
き
、日
本
初
の
耐
震
構

造
ビ
ル
と
な
る
日
本
興
業
銀
行
本
店
を
設

計
し
ま
す
。こ
の
７
階
建
の
ビ
ル
は
完
成
わ

ず
か
３
ヵ
月
後
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

に
び
く
と
も
せ
ず
、こ
の
理
論
の
有
効
性
が

改
め
て
実
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
て
多
く
の
建
築
を
手
が
け
て
い

き
ま
す
が
、テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
翌
年

の
昭
和
29
年
、日
本
初
と
な
る
名
古
屋
テ
レ

ビ
塔
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
建
築
当
時
す
で

に
東
京
タ
ワ
ー
の
よ
う
に
紅
白
に
塗
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、多
仲
は

美
観
上
の
理
由
か
ら
強
く
反
対
し
銀
色
で

押
し
通
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、平
成

17
年
に
は
、鉄
塔
で
は
初
と
な
る
国
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋

テ
レ
ビ
塔
建
設
後
、通
天
閣
、別
府
タ
ワ
ー
、

さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
と
次
々
に
手
が
け
、昭
和

33
年
つ
い
に
東
京
タ
ワ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

３
３
３
ｍ
の
高
さ
は
今
で
も
世
界
一
を
誇
り
、

日
本
を
代
表
す
る
世
界
屈
指
の
名
塔
で
す
。 

テ
レ
ビ
は
人
を
つ
な
い
だ 

　
日
本
の
テ
レ
ビ
放
送
は
、昭
和
28
年
２
月

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
開
始
し
、８
月
に
は
民
放
も
開

始
し
ま
し
た
。
放
送
開
始
直
後
は
テ
レ
ビ
の

価
格
は
高
く
、各
家
庭
へ
テ
レ
ビ
が
普
及
す

る
の
に
は
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
当
時
は
テ

レ
ビ
が
あ
る
家
も
少
な
く
、隣
近
所
で
テ
レ

ビ
の
あ
る
家
へ
集
ま
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
経
済
成
長
の
発
展
に
伴
い
電
気
冷

蔵
庫
、電
気
洗
濯
機
と
と
も
に
三
種
の
神

器
と
い
わ
れ
、家
庭
生
活
を
大
き
く
か
え
ま

し
た
。テ
レ
ビ
の
普
及
に
あ
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
全
国
に
テ
レ
ビ
塔
が
建
設
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
以
来
50
年
を
超
え
る
ほ
ど
長
き
に
わ

た
り
、役
目
を
果
た
し
て
い
る
テ
レ
ビ
塔
で

す
が
、テ
レ
ビ
放
送
の
シ
ス
テ
ム
が
２
０
１
１

年
ま
で
に
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替

わ
る
た
め
、こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
新
し
い

テ
レ
ビ
塔
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、大
き
な
任

務
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
な
ぜ
、東
京
の
第
一
高
を
目
指
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
ろ
は
工
科
と
い
え
ば
、

東
京
高
等
工
業
学
校（
現
東
京
工
大
）が
、

天
下
の
秀
才
が
集
ま
る
こ
と
で
有
名
で
し
た
。

し
か
し
、多
仲
は
中
学
時
代
の
先
輩
が
、一
高

の
工
科
に
入
学
し
た
こ
と
が
強
い
刺
激
と
な

り
自
分
も
進
み
ま
す
。そ
こ
で
は
作
家
と
し

て
有
名
に
な
っ
て
い
た
夏
目
漱
石
に
、英
語

を
教
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

大
正
12
年
　
日
本
興
業
銀
行
・
歌
舞
伎
座 

大
正
14
年
　
早
大
図
書
館 

昭
和
2
年
　
早
大
大
隈
講
堂 

昭
和
5
年
　
明
治
生
命
本
館 

昭
和
8
年
　
大
阪
松
坂
屋 

昭
和
11
年
　
満
州
国
中
央
銀
行 

昭
和
27
年
　
広
島
平
和
記
念
堂 

昭
和
29
年
　
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔 

昭
和
30
年
　
大
阪
通
天
閣
・
山
梨
県
民
会
館 

昭
和
31
年
　
別
府
タ
ワ
ー 

昭
和
32
年
　
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔 

昭
和
32
年
　
別
府
タ
ワ
ー 

昭
和
33
年
　
東
京
タ
ワ
ー 

昭
和
36
年
　
博
多
タ
ワ
ー 

昭
和
39
年
　
山
梨
県
庁 

博
士
の
主
な
建
築
物 

昭
和
33
年
　
紺
綬
褒
章 

昭
和
34
年
　
紫
綬
褒
章 

昭
和
37
年
　
文
化
功
労
者
顕
彰 

昭
和
37
年
　
櫛
形
町
名
誉
町
民 

昭
和
38
年
　
早
稲
田
大
学
名
誉
博
士 

昭
和
39
年
　
勲
二
等
旭
日
重
光
章 

博
士
の
主
な
褒
章
等 

積
み
重
ね 

積
み
重
ね
て
も 

ま
た
積
み
重
ね 

　
昭
和
37
年
、文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、櫛
形
中
学
校
正

門
前
に
胸
像
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
左
手

に
教
べ
ん
用
の
ノ
ー
ト
と
い
つ
も
持
っ
て
い
た

計
算
尺
を
抱
き
、朝
夕
生
徒
に
や
さ
し
い
ま

な
ざ
し
を
な
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

　
建
築
界
に
業
績
を
残
す
だ
け
で
な
く
、

教
育
に
も
尽
力
し
、保
育
園
や
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
に
は
「
大
き
く
輪
に
な
れ
」
、

小
学
校
の
児
童
に
は
「
積
み
重
ね
　
積
み

重
ね
て
も
　
ま
た
積
み
重
ね
」
を
、そ
し
て

中
学
校
の
生
徒
に
は
「
高
登
彼
岸
」
の
こ
と

ば
を
残
し
て
い
ま
す
。 

耐震構造理論に大きなヒントを与えたトランク 
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５月１日、市内循環バス試行運行の出発式を挙行。 
式では試行期間中の安全祈願のための神事が行われました。 

病
院
へ
行
く
た
め
に
、時
々
利
用
し
て

い
ま
す
。今
ま
で
は
、タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
が
、年
金
生
活
者
に
と
っ

て
は
、負
担
が
大
変
で
し
た
。今
後
も
市

内
循
環
バ
ス
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
５
月
１
日
か
ら
２
ヵ
月
間
の
試
行
運
行
で
実

用
試
験
が
始
ま
っ
た
市
内
循
環
バ
ス
。ス
タ
ー
ト

直
後
の
利
用
状
況
は
、予
想
よ
り
少
な
め
で
し
た
。 

　
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
は
、南
北
の
２

ル
ー
ト
で
、運
行
時
間
は
、い
ず
れ
も
朝
７
時
30

分
か
ら
夕
方
ま
で
の
１
日
８
便
の
運
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
運
行
は
、あ
く
ま
で
試
行
運
転

の
た
め
、市
内
の
主
要
道
路
周
辺
に
あ
る
公
共

施
設
や
集
会
施
設
、ま
た
病
院
、温
泉
、大
型
商

業
施
設
に
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、利

用
者
に
は
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
、

意
見
、要
望
、感
想
等
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、試
行
結
果
と
市
民
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
、市
内
循
環
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
企
画

課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

利
用
者
① 

﹇
南
回
り
・
70
歳
代
・
女
性
﹈ 

温
泉
に
行
く
た
め
に
、２
回
目
の
利
用

で
す
。バ
ス
停
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
で

す
が
、と
て
も
助
か
り
ま
す
。帰
り
は
自

宅
の
近
く
で
降
ろ
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
り
ま
す
。 

ま
た
、途
中
で
買
い
物
も
で
き
る
の
で
、

今
度
は
友
達
も
誘
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

利
用
者
② 

﹇
南
回
り
・
70
歳
代
・
女
性
﹈ 

利
用
は
初
め
て
で
す
が
、私
た
ち
は
車

を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、通
院
や
買
い
物

の
と
き
の
足
と
し
て
は
、便
利
だ
と
思

い
ま
す
。バ
ス
停
は
自
宅
か
ら
離
れ
て

い
る
の
で
、山
交
の
バ
ス
で
西
野
ま
で
来

て
、循
環
バ
ス
に
乗
り
換
え
ま
す
が
、そ

れ
で
も
経
済
的
に
助
か
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

利
用
者
③ 

﹇
北
回
り
・
生
活
保
護
受
給
者
﹈ 

朝
一
番
の
利
用
は
少
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、市
外
へ
の
通
学
用
と
し
て
、朝

市
民
の
声
① 

﹇
高
校
生
﹈ 

市
内
循
環
バ
ス
は
、い
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
が
、山
交
の
バ
ス
が
通
ら
な
い
地
区

を
重
点
的
に
回
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

基
本
路
線
は
、大
き
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
使
い
、ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
は
、利
用

者
の
要
望（
予
約
）を
事
前
に
と
る
な
ど

し
、周
辺
部
か
ら
基
本
路
線
へ
の
送
迎

に
使
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。ア
ク
セ

ス
部
分
で
多
少
待
つ
の
は
大
丈
夫
で
す
。 

夕
１
便
ず
つ
で
も
い
い
の
で
、中
央
線
や

身
延
線
の
駅
を
経
由
し
て
も
ら
い
た
い
。 

市
民
の
声
② 

﹇
60
歳
代
・
女
性
﹈ 

私
の
地
域
は
交
通
の
便
が
悪
い
の
に
、

循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

制
度
の
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
ま
す
が
、

バ
ス
の
来
る
地
域
と
来
な
い
地
域
で
は

不
平
等
感
が
絶
対
に
で
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
公
費
を
投
入
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
再
考
を
お

願
い
し
ま
す
。 

市
民
の
声
③ 

﹇
50
歳
代
・
男
性
﹈ 

年齢に関係なく誰でもご利用いただけますので、 
多くの方の感想をお聞かせください。 

試行運行開始から２週間（5/1～5/14）の利用状況 

南回り 

北回り 

合　計 

243人 

67人 

310人 

20.3人 

5.6人 

25.8人 

2.5人 

0.7人 

1.6人 

2週間の 
延べ利用者数 

1日当たりの 
平均利用者数 

1便当たりの 
平均利用者数 
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5,864,904 

5,661,483 

3,430,194 

2,865,190 

27,205 

64,864 

34,388 

79,318 

5,807 

79,038 

42,960 

178,520 

194,870 

436,941 

2,135 

22,093 

4,627 

38,705 

250

1,042,555 

881,037 

262,914 

698,939 

29,795 

29,008 

0 

10,740

1,087,306 

― 

13,247 

― 

22,550 

― 

0 

― 

104.3 

― 

5.0 

― 

75.7 

― 

0.0 

― 

― 

583,501 

― 

327,289 

― 

22,957 

― 

7,945

― 

66.2 

― 

46.8 

― 

79.1 

― 

74.0

3,135,979

27,795,398 

19,033,492

5,154,996 

5,461,944 

2,763,333 

928,286 

3,991 

66,010 

34,959 

65,978 

7,090 

77,898 

27,793 

44,146 

207,521 

293,776 

3,510 

21,792 

9,085 

38,097 

615

23,156,465 

15,210,820

87.9 

96.5 

80.6 

32.4 

14.7 

101.8 

101.7 

83.2 

122.1 

98.6 

64.7 

24.7 

106.5 

67.2 

164.4 

98.6 

196.3 

98.4 

246.0

83.3 

79.9

88.8 

92.2 

88.6 

92.5 

73.3 

89.1 

96.1 

82.9 

47.0 

64.9 

38.7 

41.1 

86.9 

55.7 

67.7 

70.3 

31.9 

94.9 

77.2

86.9 

88.8

 

 

 

 13,713,356 

144,324 

 

 

 

 

 

163,700 

351,985 

1,074,211 

1,466,258 

 

 

1,299

30,270,671 

16,915,133

5,210,397 

5,220,050 

3,040,809 

2,650,662 

19,936 

57,817 

33,039 

65,758 

2,728 

51,297 

16,620 

73,366 

169,313 

243,326 

1,446 

15,536 

1,474 

36,737 

193

24,143,865 

16,910,504

予算現額 収入済額 収納率 支出済額 執行率 市債現在高

市民が負担した市税 

一時借入金現在高 

国民健康保険税負担状況 

南アルプス市財政状況の公表 
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人
の
和
が
輪
に
な
り
地
域
を
育
て
る 

生
涯
学
習
と
は 

　
市
の
将
来
都
市
像
と
し
て
「
人
と
自
然
が

響
き
合
う
新
『
文
化
』
都
市
・
南
ア
ル
プ
ス
」

を
掲
げ
、こ
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
の

ひ
と
つ
に
「
個
性
と
文
化
を
育
む
都
市
づ
く

り
」
が
あ
り
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
い
う
点
で
、生
涯
学
習
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、一
人
ひ
と
り
が
い
ろ
い
ろ
な

学
習
活
動
を
通
じ
、地
域
の
人
た
ち
と
交
流

す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。 

　
市
は
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

年
代
に
応
じ
た
支
援
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
生
涯
を
通
じ
て
、い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ

れ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、自
己
実
現
の
た

め
に
生
涯
を
通
じ
て
行
う
学
習
で
す
。
生
涯

学
習
は
、学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、幼
児
・
家

庭
教
育
、社
会
教
育
な
ど
人
の
人
生
を
通

じ
幅
広
い
場
で
行
わ
れ
ま
す
。 

作
成
に
あ
た
り 

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

　
平
成
18
年
１
月
、年
代
別
に
無
作
為
で
１

０
０
０
人
を
抽
出
し
実
施
し
ま
し
た
。
回
収

率
は
48
・
６
％
で
し
た
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
か
ら
、生
涯
学

習
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
部
分
を
掲
載
し
ま

す
。こ
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
集
計
結

果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

ほとんどの人が聞いたことがある、知っていると回答。10-20代では「知
らない」、60代では「良く知っている」と回答。 

あなたは、生涯学習という言葉を知っていますか。

65.0％が参加したことがない。 

あなたは過去に南アル
プス市が主催する生涯
学習講座に参加したこと
がありますか。（複数回答可） 講座に参加したことのある人は、

80.7％がまた参加したいと感じ
ている。 

前問で「ある」と回答した
方。今後の参加意向をお
たずねします。

参加したことのない理由は、
50.1％が時間がないことを理
由にしている。 

前々問で「ない」と回答し
た方。参加しない理由は
何ですか。（複数回答可）

17.3％の人が何らかの習い事
をしている。 

市が主催する生涯学習講
座以外に、習い事、学習を
していますか。

親
子
の
交
流
、子
育
て
を

通
し
た
親
と
な
る
た
め
の

学
習
と
子
ど
も
の
し
つ
け

を
学
ぶ 

全体 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代以上 

知らない 

ある 
35.0％ 

ない 
65.0％ 

聞いたことがある 良く知っている 
知っている 不明 

0 20 40 60 80 100（％） 

している 
17.3％ 

していない 
71.4％ 

不明 
11.3％ 

また参加したい 
80.7％ 

不明 4.3％ 

参加したくない 
2.1％ 

どちらともいえない 
12.9％ 

時間がない 
50.1％ 

興味のある 
講座がない 
18.9％ 

場所が遠い 
9.1％ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の 

学
習
講
座 

学
校
教
育
を
基
本
と
し
な

が
ら
、総
合
的
な
学
習
や

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、生
涯
学
習
の
基
礎

を
学
ぶ 

自
ら
地
域
社
会
と
の
接
点

を
持
ち
、問
題
意
識
を
育

て
る 

将
来
へ
の
展
望
・
職
業
の
選

択
、多
様
な
知
識
や
技
術

の
習
得
を
目
指
す 

幼少期 青年期 

知らなかった 
21.8％ 
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こ
の
計
画
の
目
標
像 

生
涯
を
通
し
て 

学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち 

思
い
や
り
の
あ
る
青
少
年
を
育
む 

温
か
い
交
流
の
場
を
育
む 

健
康
と
生
き
が
い
を
育
む 

誰
も
が
学
習
に
触
れ
ら
れ
る 

場
づ
く
り 

気
軽
に
学
習
の
情
報
を
得
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り 

市
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、 

企
業
と
の
協
働
運
営 

市
民
の
文
化
・
交
流
活
動
連
携 

全
庁
的
な
推
進
体
制
づ
く
り 

住
み
続
け
た
く
な
る
郷
土
の 

誇
り
を
育
む 

子
育
て
を
通
じ
た
地
域
と

の
関
わ
り
を
も
ち
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る 

学
校
や
地
域
の
活
動
に
参

加
し
、親
子
の
交
流
、地
域

と
の
交
流
を
深
め
る 

自
分
の
生
き
が
い
や
楽
し

み
を
み
つ
け
、健
康
を
維
持

す
る
。
ま
た
、社
会
へ
の
貢

献
、生
涯
学
習
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る 

健
康
を
維
持
し
世
代
を
越

え
た
交
流
に
積
極
的
に
参

加
す
る 

老年期 成人期 

1234

6

5

789

▲ラベンダーまつり ▲離乳食講座 ▲親子で遊ぼう 

▲ふるさとかるた製作 
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南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
市
民
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
、協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
市
民
活

動
の
基
本
指
針
を
策
定
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
、ご

意
見
を
伺
い
ま
す
。 

会
議
は
、月
１
〜
２
回
程
度
、主
と
し
て
夜

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

お問合せ　 
　市民生活課  　　  1（２８２）６４９３ 
　市民活動センター  1（２８２）７３２５ 

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
市
民
活
動
は

福
祉
、環
境
、子
ど
も
の
健
全
育
成
、国
際
交
流
な
ど
様
々
な
分
野

に
広
が
り
、社
会
参
加
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
や
地
域
の
課
題
を
自
ら

の
手
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
社
会
貢
献
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
年
４
月
、市
民
活
動
を
し
て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
し
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
の
活
動
拠
点
と
し
て
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
市
民
活
動
が
、行
政
と
対
等
な
関
係
で
役
割
分
担
を
行

い
、協
力
・
連
携
し
て
い
く
『
協
働
』
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
環
境

づ
く
り
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
市 

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議 

学
識
経
験
者
・
市
民
活
動
団
体
の
代
表
者
・

市
職
員
・
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
市
民
な

ど
20
名
以
内
で
構
成
し
ま
す
。 

委
員
構
成

平
成
18
年
７
月
〜
平
成
20
年
３
月
ま
で 

（
但
し
、市
民
活
動
推
進
基
本
指
針
の
策
定

は
平
成
19
年
３
月
ま
で
） 

任

期

①
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、18
歳
以
上

　
で
、本
市
に
居
住
し
て
い
る
人 

②
月
１
〜
２
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き

　
る
見
込
み
の
あ
る
人 

③
本
市
の
職
員
等
と
市
議
会
議
員
は
応
募

　
で
き
ま
せ
ん 

応
募
資
格

６
月
１
日
〜
６
月
20
日 

※
要
項
、申
込
書
は
市
民
生
活
課
で
配
布
し

　
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
） 

応
募
期
間

５
名
以
内 

応
募
人
数

〉〉
委
員
の
募
集

活
動
内
容

開催日　6月7日（水） 
時　間　午後7時30分～9時30分 
場　所　櫛形生涯学習センター 
　　　　（あやめホール） 

［主な内容］　 
　①活動プレゼンテーション 
　　○櫛形環境とリサイクルの会 
　　○藤田・浅原地区防災ボランティア 
　②記念講演『市民活動は元気の素』 

講師：山梨県立大学 
国際政策学部  市原 実教授 

市民と協働による  

も と 
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国
民
の
健
康
の
保
護
の
観
点
か
ら
、

食
品
衛
生
法
の
改
正
を
行
い
、国
内

に
流
通
す
る
全
て
の
食
品
に
対
し
、

残
留
す
る
農
薬
や
動
物
用
医
薬
品
、

飼
料
添
加
物
に
つ
い
て
、残
留
基
準

を
設
定
し
、こ
れ
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
農
作
物
等
に
は
、農
薬
等
が
一
定

量
以
上
含
ま
れ
る
食
品
の
流
通
を
原

則
と
し
て
禁
止
す
る
制
度
で
す
。 

　
も
し
、農
作
物
か
ら
基
準
を
超
え

た
残
留
農
薬
等
が
検
出
さ
れ
た
場

合
は
、農
作
物
等
の
回
収
や
出
荷
停

止
の
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と
は
？

　
農
薬
等
の
残
留
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
作
物
等
に
お
い
て
は
、原
則

０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
厳
し
い
基
準

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ｐ
ｐ
ｍ

と
い
う
単
位
は
、濃
度
や
成
分
比
を

表
す
と
き
に
用
い
ら
れ
て
、百
万
分

の
一
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
１
ｐ
ｐ
ｍ
と
は
、１
ｔ
の
量
に

対
し
て
１
ｇ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、一

律
基
準
の
０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
は
１
０
０

ｔ
に
対
し
て
１
ｇ
と
な
り
ま
す
。お
金

で
い
え
ば
、１
億
円
に
対
し
て
、わ
ず

か
１
円
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
だ
け

食
へ
の
安
全
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

一
定
量
以
上（
一
律
基
準
）と
は
？

　
残
留
基
準
を
超
え
た
農
作
物
が
市

場
に
出
回
る
と
、出
荷
者
ば
か
り
で
な

く
、連
帯
責
任
と
し
て
生
産
地
域
全
体

ま
で
も
が
、経
済
的
打
撃
や
風
評
被
害

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。隣
の
畑

で
、他
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
場
合

や
、同
じ
畑
で
も
違
う
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
場
合
は
、注
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

基
準
を
超
え
る
と

　
巨
摩
野
農
協
で
は
、各
農
家
に
対

し
こ
の
制
度
の
周
知
や
対
策
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。こ
の
制
度
を
上
手
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市
内
の
農

作
物
の
安
全
性
を
全
国
に
発
信
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
生
産
農
家
ば

か
り
で
な
く
、地
域
ぐ
る
み
で
防
除
対

策
を
徹
底
し
て
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。 

市
内
の
農
作
物
の
安
全
を

Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

　
農
薬
の
飛
散
は
、天
気
、風
、隣
の

農
作
物
と
の
距
離
、散
布
方
法
、収
穫

期
等
の
多
く
の
条
件
に
左
右
さ
れ
ま

す
が
、予
想
さ
れ
る
危
険
性
に
対
し

て
は
、最
大
限
の
対
策
を
講
じ
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

事
前
対
策
は
し
っ
か
り
と

　
検
査
の
結
果
、基
準
を
上
回
っ
た
残

留
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、速

や
か
に
原
因
究
明
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
者
で
飛
散
防
止
対
策
の
見
直
し

を
行
い
、再
発
防
止
の
た
め
地
域
全
体

で
適
正
使
用
の
徹
底
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。 

も
し
も
の
と
き
は

①
使
用
前
に
農
薬
の
使
用
方
法
を
確
認

　
す
る
。 

②
周
辺
の
農
家
に
対
し
て
、事
前
に
収

　
穫
時
期
、使
用
農
薬
、散
布
日
時
等
に

　
つ
い
て
連
絡
す
る
。 

③
防
除
日
誌
の
記
帳
を
徹
底
し
、散
布

　
時
の
気
象
条
件
も
記
録
す
る
。 

農
薬
・
防
除
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、山
梨
県
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

（
1
０
５
５
１（
２
８
）２
９
４
１
）ま
た

は
、巨
摩
野
農
業
協
同
組
合（
本
所
・

各
支
所
）へ
お
願
い
し
ま
す
。 

　
非
農
家
の
人
の
中
に
は
、「
私
は
農

作
物
の
出
荷
は
し
な
い
し
、家
庭
菜
園

で
家
族
が
食
べ
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
か
、

「
消
毒
は
自
宅
の
草
木
へ
使
用
す
る

だ
け
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、残
留
農
薬

に
つ
い
て
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
し
か
し
、農
家
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、非
農
家
の
方
で
も
家
庭
菜
園
や

庭
木
に
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
、周
辺

で
栽
培
し
て
い
る
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な

ど
の
農
作
物
に
飛
散
し
た
場
合
に
、

食
品
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
る
残
留
基

準
を
超
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、農
薬
を
使
用
す
る
全

て
の
方
が
こ
の
制
度
に
関
係
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、農
薬
等
の
散

布
に
は
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

農
家
以
外
の
方
も

農
薬
使
用
時
に
は
注
意
を
！

○
基
本
的
な
対
策 

○
飛
散
防
止
対
策 

①
風
の
強
さ
や
、風
向
き
に
注
意
し
、風

　
が
出
始
め
た
ら
散
布
を
中
断
す
る
。 

②
圃
場
の
端
で
は
外
側
か
ら
内
側
に
向

　
か
っ
て
手
散
布
す
る
。 

③
適
正
な
散
布
圧
力
、風
量
、散
布
量
に

　
努
め
る
。 

④
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
・
シ
ー
ト
の
活
用
を

　
図
る
。 

⑤
飛
散
し
に
く
い
農
薬（
粒
剤
、箱
施
用

　
剤
等
）を
利
用
す
る
。 

⑥
使
用
前
に
散
布
器
具
内
に
農
薬
が
残

　
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
、使
用
後
は
タ
ン

　
ク
や
ホ
ー
ス
に
農
薬
が
残
ら
な
い
よ
う

　
に
し
っ
か
り
洗
浄
を
行
う
。 

⑦
混
植
圃
場
や
他
作
物
が
非
常
に
接
近

　
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、右
記

　
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、共
通
的
に
登

　
録
の
あ
る
農
薬
を
体
系
防
除
や
収
穫

　
前
日
数
等
を
考
慮
し
て
選
択
す
る
。 

⑧
不
必
要
な
農
薬
の
使
用
は
避
け
る
と

　
と
も
に
、モ
モ
・
ス
モ
モ
な
ど
で
は
地
域

　
ぐ
る
み
で
残
留
の
危
険
性
が
ほ
と
ん

　
ど
な
い
交
信
攪
乱
剤
の
利
用
を
検
討

　
す
る
。
ま
た
、耕
種
的
防
除
や
物
理
的

　
防
除
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
防
除
を

　
実
施
し
、農
薬
の
削
減
に
努
め
る
。 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た 
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　甲州凧上げまつりが釜無川三郡橋上流の河川敷で開催
され、参加者は凧の絵柄や上げ方を競い合いました。 

　県民緑化まつりが、北伊奈ｹ湖で開
催されました。櫛形西小緑の少年少
女隊や県内からの参加者など600人が、
湖の周辺に740本のクヌギとコナラの
木を植えました。 

　アヤメフェアが滝沢川公園で開催さ
れました。アヤメの審査会や写生大会
が行われた他、小笠原流流鏑馬作法が
披露されました。 

やぶさめ  

† ‰¸ 10



　市有害鳥獣駆除対策協議会が、猿による農作物被害
を防止するための柵を試験的に設置しました。柵は農
家の参考になるようにと飯丘と上宮地の二ヵ所に設置
され、電気柵よりも安価に設置できます。 

　社会福祉協議会がちっくい祭りを若草
御崎公園で開催しました。子どもたちは、
ボランティアやお年寄りといっしょに紙芝
居や竹馬など、昔ながらの遊びを楽しみ
ました。 

　芦安新緑まつりが芦安小周辺で開催されました。 
　会場ステージでは夜叉神太鼓の演奏や歌謡ショーが
披露され、御勅使川では渓流釣り大会が行われました。 
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青
木
　
常
治
　
　
　
芦
安
芦
倉 

 

　
新
津
　
和
子
　
　
　
下
宮
地 

　
次
の
方
々
が
各
方
面
で
の
功
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
） 

1

1

1

1

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員

　
購
入
や
契
約
の
苦
情
な
ど
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
敬
称
略
） 

清
水
　
め
ぐ
み
　
　
榎
　
原 

秋
山
　
康
子
　
　
　
百
　
々 

手
塚
　
祐
輔
　
　
　
西
　
野 

山
王
　
く
み
子
　
　
中
　
野 

塩
澤
　
政
美
　
　
　
落
　
合 

南
ア
ル
プ
ス
市 
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
市
内
求
人
企
業
に
よ
る
個
別
説
明
会
・

面
接
会
と
適
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
主
に
市
内
在
住
の
求
職
者
と
来

　
年
３
月
卒
業
予
定
者（
高
校
生
除
く
） 

　
７
月
７
日（
金
） 

　
正
午
〜 

　
午
後
１
時
〜
４
時 

　
桃
源
文
化
会
館 

※
求
職
者
の
事
前
申
し
込
み
と
参
加
費
は

　
不
要
で
す
。
履
歴
書（
コ
ピ
ー
可
）を
持

　
参
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
月
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
の
方
に

受
給
者
証
の
更
新
書
類
を
郵
送
し
ま
す

　
現
況
届
書
を
受
給
者
に
送
付
し
ま
す
の

で
、６
月
３０
日（
金
）ま
で
に
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
届
出
を
し
な
い
と
児
童
手
当
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。 

　
６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。 

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方（
４
月
１
日
現

在
）で
過
去
１
年
間
に
、要
介
護
４
及
び

５
に
相
当
す
る
状
態
の
高
齢
者（
特
定
疾

病
に
よ
る
第
２
号
被
保
険
者
を
含
む
）ま

た
は
市
の
認
定
基
準
に
定
め
る
状
態
の
認

知
症
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
た
同
居
の

介
護
者
。 

※
被
介
護
者
の
入
院
ま
た
は
短
期
入
所
を

　
含
む
施
設
入
所
の
日
数
が
３
ヵ
月
を
超

　
え
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。 

※
申
請
書
は
介
護
福
祉
課
、各
支
所
市
民

　
福
祉
課
で
配
付
し
ま
す
。 

　
６
月
２０
日（
火
） 

関
ご
と
に
と
り
ま
と
め
た
請
求
書
を
提
出

し
た
月
の
翌
月
末
で
す
が
、入
院
な
ど
で

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
大
き
い
場
合
は
、

支
払
い
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

乳
幼
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
金
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
助
成
金
の
支
払
い
は
月
ご
と
、医
療
機

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

　
国
民
・
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎

年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。基
礎
年
金
番
号
は
、す
べ
て

年
金
手
帳
は
生
涯
の
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー

 

1983年から村議とし
て村に貢献。合併後
は市議を務めた。 

 

　
中
川
　
章
　
　
　
山
　
寺 

1988年から峡西病
院看護部長として精
神科医療を支えた。 

† ‰¸ 12



1

の
公
的
年
金
制
度
で
共
通
し
て
使
わ
れ
、

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
、す
べ
て
の
記

録
を
こ
の
番
号
で
管
理
し
て
い
ま
す
。 

　
年
金
手
帳
は
、年
金
の
手
続
き
や
就
職

の
と
き
に
必
ず
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

住
所
・
勤
務
先
が
変
わ
っ
て
も
、そ
の
ま
ま

使
い
続
け
る
も
の
で
す
の
で
、大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
度
か
ら
、保
護
者
の
委
任
状
を
持
っ

た
代
理
人
の
付
き
添
い
で
は
、小
児
の
予

防
接
種
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
の
際
は
、必
ず
保
護
者
本
人
が

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。 

予
防
接
種
委
任
状
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た

1

◆
訂
正
後
の
表

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、左
の
は
が
き（
新
築
・

増
改
築
・
滅
失
家
屋
申
告
書
）を
切
り
取
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、投
函
し
て
く
だ

さ
い
。（
切
手
不
要
） 

　
建
物
の
固
定
資
産
税
は
、取
り
壊
し
や

新
築
・
増
改
築
を
行
う
と
変
更
さ
れ
ま
す
。

年
内（
１２
月
３１
日
ま
で
）に
実
施
さ
れ
た
方

は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、既
に
申
告
を
し
て
い
る
場
合
や

税
務
課
職
員
が
家
屋
調
査
に
伺
っ
て
い
る

場
合
は
不
要
で
す
。 

※
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
等
の
住
宅
用
の
敷
地
に

　
は
、軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
新
築
や
取
り
壊
し
、ま
た
店
舗
を
住
宅

　
に
改
築
す
る
等
に
よ
っ
て
土
地
の
固
定

　
資
産
税
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

お
問
合
せ
　
税
務
課 1（

２
８
２
）６
０
９
３ 

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

4 0 0 0 4 9 0

山梨県南アルプス市
小笠原376

南アルプス市役所
税務課　資産税家屋担当 行

キ
リ
ト
リ

�

� キリトリ

郵 便 は が き

料金受取人払

南アルプス局
承認

差出有効期間
平成19年1月
31日まで

（切手不要）

該当する場合は、表面に住所・氏名を必ず記入し、裏面に必
要事項を記入のうえ、このはがきをご返送ください。

住所欄 ※必ず記入してください 

住　所 〒 

フリガナ 

お名前 

電話番号 

広
報
５
月
号

｢

集
中
改
革
プ
ラ
ン｣

の
訂
正

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
る

財
政
効
果
は
、経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く

収
入
の
確
保
に
も
及
び
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、５
月
号
７
ペ
ー
ジ
の
「
約
１０

億
円
の
削
減
を
目
標
」
を
「
約
１０
億
円
を

目
標
」
と
訂
正
し
、表
の
中
の
「
削
減
額
」

を
「
効
果
額
」
、「
公
営
企
業
健
全
化
に
よ

る
削
減
額
」
を
「
公
営
企
業
健
全
化
に
よ

る
効
果
」
と
訂
正
し
ま
す
。 

1
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キ
リ
ト
リ

�

�

� キリトリ

平成18年 新築・増改築・滅失家屋申告書

年内に建物の新築・増改築をした場合、または予定がある場合
は下の欄に記入してください。

年内に建物の取り壊し（滅失）をした場合、または予定がある場
合は下の欄に記入してください。

※該当する家屋（新築・増改築・取り壊し）が、このハガキに記入
しきれない棟数以上ある場合は、税務課へお問合せください

新
築
・
増
改
築

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

1

　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生 

　
教
科
学
習
、体
験
活
動
等 

　
６
月
１５
日
か
ら
７
月
２０
日
の
間

　
　
　
　
の
毎
週
木
曜
日 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
白
根
は
ー
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
　 

　
市
内
Ａ
Ｌ
Ｔ 

　
会
　
員
　
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
非
会
員
　
１
５
０
０
円 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
英
会
話
講
座

（
要
申
込
）

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
英
会
話
を
中

心
に
学
び
ま
す
。
英
会
話
の
他
、ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
す
る
上
で
の
不
安
・
疑
問
・
心
構

え
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

え
み
こ
お
姉
さ
ん
と
歌
っ
て
元
気

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇「
３
匹
の
こ
ぶ
た
」 

　
６
月
１６
日（
金
） 

　
午
前
９
時
３０
分
開
場 

　
　
　
　
午
前
１０
時
開
演 

　
桃
源
文
化
会
館 

　
親
子 

１
５
０
０
円 

　
　
　
　
大
人 

１
０
０
０
円 

　
　
　
　
子
供（
３
歳
以
上
） 

７
０
０
円 

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
た
め
の

適
応
指
導
教
室
を
開
設
し
ま
し
た

　
入
室
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

1

1

※
市
内
保
育
所
・
保
育
園
の
舞
台
鑑
賞
教

　
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。 

財
務
行
政
講
演
会

　
６
月
９
日（
金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
開
演 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

演
　
題
　「
財
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」 

　
甲
府
財
務
事
務
所 

　
　
　
　
鈴
木
　
力
　
所
長 

マ
タ
ニ
テ
ィ
シ
ン
ギ
ン
グ

　
妊
産
婦
向
け
の
子
守
歌
・
童
謡
講
座
。 

　
６
月
１８
日（
日
） 

南
ア
ル
プ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
楽

し
む
音
楽
会
で
す
。 

　
６
月
１７
日（
土
） 

　
午
後
５
時 

開
場 

　
　
　
　
午
後
５
時
３０
分 

開
演 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

1

親
子
で
遊
ぼ
う
仲
良
し
広
場

　
読
み
聞
か
せ
や
指
人
形
、折
り
紙
、手
作

り
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。 

　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
親
子 

　
７
月
１
日（
土
） 

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

　
櫛
形
総
合
体
育
館 

1

1

「自主点検 欠かさぬあなたに グランプリ」 6月4日から10日は、危険物安全週間です。危険物は正しく取り扱い、事故をなくしましょう。 † ‰¸ 14



　
６
月
９
日（
金
）、２３
日（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時 

　
八
田
支
所 

行
政
相
談　

６
月
２
日（
金
）、１６
日（
金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
２
日
　
市
役
所
本
庁
舎 

　
　
　
　
　
　
　
白
根
支
所
総
合
会
議
室 

　
　
　
　
１６
日
　
芦
安
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
予
約
は
６
月
１
日
か
ら
受
付
け
ま
す
。

相
談
が
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、一
人
に
つ
き

年
１
回
で
す
。 

　
６
月
２３
日（
金
） 

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

　
市
役
所
本
庁
舎 

　
一
級
建
築
士
兼
福
祉
住
環
境 

　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

111

　
高
齢
者
等
の
安
心
自
立
を
促
す
住
宅
改

修
相
談
で
す
。 

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

住
宅
改
修
相
談（
要
予
約
）

7

　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

　
６
月
１０
日（
土
）、２１
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
　 

　
１０
日
　
働
く
婦
人
の
家 

　
　
　
　
２１
日
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
の
無
料
相
談

　
教
育
の
悩
み
を
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー  

電
話
相
談

青
年
海
外
派
遣
事
業
参
加
者

　
県
内
在
住
で
１８
歳
以
上
４０
歳

　
　
　
　
　
以
下
の
方 

　
１０
月
２８
日（
土
）〜 

　
　
　
　
　
１１
月
４
日（
土
）（
全
８
日
間
） 

　
中
国
四
川
省
及
び
西
安
市 

　
６
月
２３
日（
金
） 

1

硬
式
テ
ニ
ス 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

　
小
学
校
３
年
〜
６
年
生 

　
毎
週
火
、土
曜
日 

　
火
曜
　
午
後
７
時
３０
分
〜 

　
　
　
　
土
曜
　
午
後
６
時
〜 

　
櫛
形
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

1

南
ア
ル
プ
ス
桃
源
ウ
イ
ン
ド

　
　
　
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
楽
団
員

　
吹
奏
楽
経
験
者 

　
毎
週
火
曜
日 

　
午
後
７
時
３０
分
〜 

1

1

北
岳
山
荘
の
ア
ル
バ
イ
ト

　
１８
歳（
大
学
生
）か
ら
３５
歳
く 

　
　
　
　
　
ら
い
で
、登
山
の
で
き
る
体
力

　
　
　
　
　
が
あ
る
方（
標
高
２
９
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
で
の
勤
務
で
す
） 

　
山
小
屋
管
理
全
般 

　
７
〜
８
月
の
２
ヶ
月
間 

青
少
年
の
た
め
の
活
動
や
事
業
に

費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す

11

1

　
事
業
内
容
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
住
民
団
体（
子
ど
も
ク
ラ

　
　
　
　
ブ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）、地
域
で
活

　
　
　
　
動
す
る
グ
ル
ー
プ 

　
１０
万
円
以
内 

　
６
月
９
日（
金
） 

中
学
生
職
場
体
験
受
入
所

　
市
立
中
学
校
で
は
、学
習
活
動
と
し
て

生
徒
の
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
実
施
す
る
に
あ
た
り
、生
徒
を

職
場
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
企
業
、

商
店
、農
家
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。 

　
年
間
５
日
程
度 

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
者

　
こ
れ
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
の

た
め
、個
人
や
団
体
を
生
涯
学
習
指
導
者

と
し
て
登
録
し
、市
民
の
要
請
に
応
じ
て

指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。 

　
登
録
は
随
時
受
付
け
ま
す
の
で
、本
人

ま
た
は
推
薦
者
の
方
が
生
涯
学
習
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

1

　
午
前
１０
時
〜 

　
茶
房
さ
く
ら
そ
う 

　
１
０
０
０
円 

1

「安全とおいしさごくり水道水」　6月1日から7日は、第48回水道週間です。限られた資源を大切にしましょう。 15 † ‰¸



入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円）工　事　名

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月13日 

4月18日 

4月18日 

4月18日 

4月27日 

4月27日 

4月27日 

櫛形中学校トイレ改造工事（障害児対応） 

西野３０号線舗装工事 

市道白根7号線道路維持工事 

滝沢川公園植栽管理業務委託（１工区） 

滝沢川公園植栽管理業務委託（２工区） 

滝沢川公園植栽管理業務委託（３工区） 

南アルプス市議会だより「第12号」印刷業務 

市内小中学校封筒印刷業務 

市立櫛形北小学校講堂改築工事設計監理業務委託 

市立豊小学校屋内運動場解体撤去工事 

南アルプス市教育系システム端末（小学校･中学校）保守業務 

下高砂地区舗装本復旧工事 

大明小学校障害者用トイレ改修工事 

スチームオーブン購入 

小笠原地内 

西野地内 

飯野新田地内 

小笠原地内 

小笠原地内 

小笠原地内 

議会事務局 

学校教育課 

桃園地内 

吉田地内 

市内 

下高砂地内 

古市場地内 

小笠原地内 

(有)甲西管工 

正英舗装(株) 

(株)杉山工務所 

(株)明桃園 

(有)春日園 

千石造園 

アポロ印刷 

(有)清水印刷 

佐久間建築設計事務所 

(株)横内 

（株）カルク 

(株）シンワ 

（有）長沼住建 

（株）日新厨房企画 

2,100,000  

1,627,500  

1,045,800  

2,803,500  

2,877,000  

2,556,750  

1,212,750  

849,450  

5,082,000  

11,550,000  

2,922,150  

2,205,000  

3,360,000  

588,000 

お問合せ　管財契約課　1（282）6092

入
札
結
果

　
６
月
１８
日（
日
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時 

　
芦
安
ふ
れ
あ
い
館 

　
親
子
１０
組 

　
１
人 

１
２
０
０
円 

　
６
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
） 

　
７
月
２
日（
日
）、２３
日（
日
） 

　
　
　
　（
全
２
日
間
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

　
白
根
中
央
公
民
館 

　
２０
名 

　
１
１
０
０
円 

　
６
月
１
日（
木
）〜
１６
日（
金
） 

15

※
す
べ
て
の
講
座
・
教
室
に
つ
き
ま
し
て
、

　
募
集
数
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
う
方
を
対
象
に

初
歩
的
な
操
作
か
ら
始
め
ま
す
。

親
子
で
生
地
作
り
か
ら
始
め
る
そ
ば
打

ち
教
室
。自
分
で
作
っ
た
お
そ
ば
は
格
別

の
味
で
す
。

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
２０
名 

　
１
７
０
０
円（
材
料
費
含
） 

　
６
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
） 

　
６
月
２０
日（
火
）〜
２３
日（
金
）

　
　
　
　
　（
全
４
日
間
） 

あ
な
た
だ
け
の
”オ
リ
ジ
ナ
ル
な
陶
芸

品
“を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

社
会
保
険
相
談
所

　
６
月
６
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

1

国
民
生
活
金
融
公
庫
定
例
相
談
会

　
６
月
１４
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
商
工
会
北
部
セ
ン
タ
ー 

　
融
資
の
相
談
・
審
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

1
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ア
ン
サ
ン
ブ
ル
優
愛
は
、平
成
13
年
２
月

に
発
足
し
た
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。

も
と
も
と
音
楽
が
好
き
で
、他
の
サ
ー
ク
ル

に
所
属
し
て
い
た
６
人
が
、い
ろ
い
ろ
な
ジ

ャ
ン
ル
の
曲
を
歌
っ
た
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。そ
し
て
、多
く
の
み

な
さ
ん
に
も
、自
分
た
ち
の
音
楽
を
一
緒
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、メ
ン
バ
ー
が
８
人
し
か
い
な
い
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
優
愛
が
出
場
で
き
る
コ
ン
ク
ー

ル
は
、山
梨
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
の「
お
か
あ
さ
ん
部
門
」だ
け
で

す
が
、そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、昨
年
は
銀
賞
、

今
年
２
月
の
大
会
で
は
、み
ご
と
金
賞
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、力
を
入
れ
て
い
る
活
動
と

し
て
、音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。

市
内
外
を
問
わ
ず
、老
人
介
護
施
設
や
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
を
訪
問
し
、童
謡
や
懐

か
し
い
歌
謡
曲
を
、お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
振
り
付
け
を
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、障
害
者
施

設
や
児
童
館
等
で
は
、歌
ば
か
り
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
を
し
て
も
ら
い
、ミ

ニ
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
も
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
彼
女
た
ち
の
活
動
の
一
番
の
理

解
者
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
旦
那
さ
ん
た
ち

で
す
。３
年
前
か
ら
は
、一
緒
に
歌
っ
た
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
協
力
。つ
い
に
は
、「
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
た
ち
〜
ズ
♪
」と
い
う
正

式
名
称
も
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
人
数
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、け
し
て

個
々
の
レ
ベ
ル
が
高
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
に
い
る
み
ん
な
が
”心
を
ひ
と
つ
に

合
わ
せ
る
“こ
と
が
一
番
大
切
」と
話
す
平

間
さ
ん
。今
の
夢
は
、メ
ン
バ
ー
を
12
人
以

上
集
め
、普
通
の
大
会
へ
の
参
加
権
を
得
る

こ
と
。年
齢
、性
別
な
ど
関
係
な
く
、興
味

を
も
た
れ
た
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。ま
た
、出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
希
望
す

る
施
設
の
方
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

代表 平間恵美子 さん 

ゆ

あ

ゆ

あ

お問合せ：南アルプス市藤田1827-6　平間恵美子さん　1055（283）2634 
 URL  http://www.geocities.jp/yua_papajp/

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

優
愛 

ゆ    

あ 

か
じ
か 

す
い
れ
ん 

17 † ‰¸



� � � �� � � � � � 	 � � � 

おはなし会 

 

 

おはなし会0,1,2

情報館・図書館ふれあいまつり 

ブックリサイクル市 

10：30 

10：30 

14：00

10：30 

10：30 

10：30

14：00

10：30

10・24日（土） 白 

10日（土）、毎週木曜日 甲 

10日（土） わ 

毎週土曜日 櫛 

6日（火） 櫛 

6日（火） 八 16日（金） 白 

15日（木） 甲 21日（水） わ 

3日（土） 八 

図書館子ども映画会 
「チャーリーとチョコレート工場」 

10：0010日（土） 
 ※要整理券（6月3日から配布） 

櫛 

朗読会 
「いきやりどころ」 

「やすらぎ亭」 
13：30
13：30

11日（日） 櫛 

17日（土） わ 

オリジナルTシャツつくり 

10：003日（土） 八 映画会「トムとジェリー」 

13：003日（土） 八 おはなし会・工作 

24日（土） 甲 

雨の中、川の上流にある
「なないろ谷」に出かけ
たヤマネくん。ところが
大雨で川があふれてさ
あ大変！クマさんは、ヤ
マネくんを探しに大雨
の中へ飛び出していき
ますが・・・。 

壊れる脳、成長しない心。
現代人の感覚麻痺が深
刻化する中で「言葉と
心」、「言葉といのち」を
どう考えたらよいのか。Ｉ
Ｔ革命で人生の指針を
失ったこの国の活路を
示す書。 

� � ������ � ��

櫛形図書館 
　　　1（280）3300

白根桃源図書館 
　　　1（284）6010

わかくさ図書館 
　　　1（283）1501

八田ふれあい図書館 
　　　1（285）5010

甲西図書館 
　　　1（282）7291

※櫛形図書館は、21日から30日 
　については休館します。 

休館日：毎週月曜日、30日 

� � � � � � 

探していた資料がなかった場合は他の図書館から取寄せたり、専門図書館を紹介したりしますので、お気軽にご相談ください。 

漬け方を調べようと
図書館へ来たものの、
どこに本があるのか
分からないので、図
書館の職員に相談し
ました。 

すると職員が「料理」
の本が集められた書
棚へご案内します。
そこに梅の漬け方の
本が数冊ありました。 

本によっては内容が
違うので、その中か
ら自分にも作れそう
だなと思った１冊を
選んで借りていきま
しょう。 

† ‰¸ 18



　
市
で
は
健
康
診
断
の
際
に
、子
ど
も
の
歯
科

検
診
や
歯
科
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
の
検
診
で
は
、１
歳
６
ヶ
月
児
６
６

５
人
の
内
、虫
歯
が
あ
っ
た
の
は
１９
人（
２
・
９

％
）で
し
た
。一
方
、３
歳
児
７
３
２
人
の
内
、虫

歯
が
あ
っ
た
の
は
２
２
７
人（
３１
％
）で
し
た
。

１
歳
６
ヶ
月
か
ら
３
歳
ま
で
の
間
に
、虫
歯
に

な
る
お
子
さ
ん
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
虫
歯
予
防
に
は
、食
べ
た
ら
す
ぐ
磨
く
こ
と

が
一
番
で
す
。
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け
る
に
は
、お

や
つ
な
ど
を
食
べ
る
時
間
を
決
め
、楽
し
い
雰

囲
気
で
の
歯
磨
き
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
最

後
は
、保
護
者
が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。 

※
で
き
る
限
り
本
人
が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
方
の
場
合
は
後
日
、本
人
と
連
絡
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
地
区
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、都
合
の
い
い
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6月 
��������

優しく包容力のある子に
育ってね。

父・茂城／母・英理子（十五所）

笑顔が上手になった奈祐は
我が家の宝物です。
大きく元気に育ってね。

父・崇浩
母・陽子（上宮地）

小さく生まれたけど
大きく育ってね。

父・淳
母・千帆（飯野）

19 † ‰¸



広報紙は毎月１日に新聞折込みで配布する他、公共施設、農協、郵便局にも置いてあります。 

人口／72,768人（+62）　男／35,871人（+2）　女／36,897人（+60）　世帯／23,880戸（+90） 
平成18年5月1日現在（対前月比） 

開
催
期
間
　
平
成
18
年
６
月
24
日（
土
）〜
平
成
19
年
５
月
20
日（
日
） 

開館時間　午前9時～午後5時 
入館料　大人200円　小人100円 
休館日　毎週水曜日 
　　　　7月20日（木）から8月31日（木）は無休です。 

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
地
域
の
森
林
の
役
割
と
歴
史
を
、 

藩
政
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
貴
重
な
資
料
や
写
真
で
た
ど
り
ま
す
。 

会
場
で
は
、旧
芦
安
村
か
ら
早
川
町
に
か
け
て
使
わ
れ
て
い
た 

ト
ロ
ッ
コ
軌
道
の
一
部
を
当
時
の
ま
ま
に
復
元
、展
示
し
ま
す
。 

開
催
日
　
７
月
１
日（
土
） 

場
　
所
　
広
河
原
ア
ル
ペ
ン
プ
ラ
ザ
前 

内
　
容
　
つ
る
払
い 

　
　
　
　
献
花 

　
　
　
　
夜
叉
神
太
鼓
演
奏 

　
　
　
　
芦
安
中
学
校
合
唱
披
露 

北
沢
長
衛
小
屋
の
名
前
が
北
沢
駒
仙
小

屋
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

広
河
原
に
通
じ
る
道
路
は
、７
月
１
日（
土
）

か
ら
10
月
31
日（
火
）ま
で
マ
イ
カ
ー
全
面

通
行
止
め
で
す
。
広
河
原
へ
は
、芦
安
地
区

の
無
料
駐
車
場
か
ら
路
線
バ
ス
ま
た
は
タ
ク

シ
ー
に
お
乗
り
く
だ
さ
い
。 

お
問
合
せ
　
観
光
商
工
課

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

お問合せ　芦安山岳館　1（288）2125

1 5 1

各支所1／八田（285）0011 白根（283）3000 芦安（288）2112 若草（282）3100 甲西（282）3120
所在地／〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376 HPアドレス http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

生
家
か
ら
お
借
り
し
た
貴
重
な

写
真
。
東
京
タ
ワ
ー
の
全
容
が

姿
を
現
し
現
場
に
立
つ
内
藤
博
士
。

博
士
の
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い

る
１
枚
で
す
。 

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。 
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